
 

 

教師を目指す学生による｢学生文化｣｢学校文化｣の創造と 
新たな｢学生と学校のＷｉｎ－Ｗｉｎの関係｣の構築 

 

東浦町ＳＰ通信 
～東浦町では、学生ボランティアを“職員の仲間”という思いを込めて、 

「SP」または「スクールパートナー」と呼んでいます。～ 
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緒川小学校 学校視察日での運営支援 
 

２月１３日（火）、オープン・スクールとして全国的にも有名な

緒川小学校に２５０名ほどの学校関係者の方が視察に来られまし

た。年３回ある「学校視察日」の中で、今回が今年度最後の視察

日でした。大学が春休みということもあり、今まで一番多い１３

名のＳＰさんが参加してくれました。（※活動内容については、前

回の「学校視察日」についてまとめた「ＳＰ通信 第９号」をご

覧いただければと思います。）今回参加してくれた１３名のうちの

ほとんどのＳＰさんが、町内の各小中学校でウィークリーＳＰと

して活動しています。また、今回が東浦町でのＳＰ活動が初めてのＳＰさんもいましたが、地元で学校

ボランティアに参加をしているとのことでした。学校現場での活動経験があるＳＰさんばかりだったこ

ともあり、どのＳＰさんも各自で様子を見たりお互いにコミュニケーションをとったりして、かなり柔

軟に、運営も子どもたちへの対応もしてくれました。それができるのがすごいです。「臨機応変に対応し

てね」と最初に伝えたものの、そのクオリティに驚きました。学生のうちにこれだけ気づき、動ける人

はなかなかいないのではないかと思います。私のつたない言葉ではその“すごさ”を表しきれないので、

ＳＰさんの感想を載せたいと思います。それぞれがどんな視点で参加をし、どんな学びがあったのかが

よく分かる、素晴らしい感想ばかりです。ぜひご一読ください。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この日、１６時ごろに活動が終わりましたが、私が片付けを終えて校舎を出たら、参加したＳＰさん

全員で話をしていました。こうした学生同士の情報・意見交換の時間が楽しくもあり、大きな学びの一

つになっているのではないかと思います。質の高いＳＰさんがたくさん在籍している東浦だからこそ、

他の市町では体験できない学生さん同士での学び合いが生まれているのだと思います。 

 

 

 

 

 


